
粉瘤手術同意書

蔵 皮フ科・形成外科

院長　　松川 中

１．局所麻酔は細い針を用いて行います。

２．トレパンという直径 1～ 6 ミリの筒状の器具で腫瘤の中心をくり抜き、内容物と袋を摘出し

ます。

３．手術時間は 5～ 15 分です。

４．くり抜いたあとが塞がるのに 5～ 14 日を要します。

５．腫瘍が不規則な形態をしている場合は、腫瘍を大きく切除して縫合することがあります。

抜糸は 7～ 14 日後です。

６．炎症を起こしているもしくは炎症の起こっていない粉瘤でも、深いところにある場合は再発

する可能性があります。

７．動作により出血することがありますので、なるべく安静にしてください。

８．飲酒は出血を助長しますので控えてください。

９．手術により多少のしこりや瘢痕が残り、体質によって瘢痕が肥厚することがあります。

術後経過は個人差があります。経過が思わしくない場合は、すぐにお知らせください。

10．血液サラサラの薬を服用している場合、中断の可否を主治医にご相談ください。

蔵皮フ科・形成外科

キリトリ

　　　　年　　月　　日 カルテ№

氏名 粉瘤

なにかご不明な点やご質問はございますか。　　　［　はい　・　いいえ　］

以上の注意事項を十分に理解し、納得した上で治療を受けることに同意します。


